
１ はじめに

今日，インターネットは重要な情報源としての役割を増し，情報通信白書の定義によるイン
ターネット人口普及率は78.2％に達している1)。平成17年と平成22年とを比較すると，一日当
たりの情報メディアの利用時間は，約1.5倍に増加している。利用時間をコミュニケーション
ツール別にみると，電話の利用時間がほぼ変わらないのに対し，メールの利用時間は約1.5倍，
インターネットの利用時間は，約2倍になっている1)。このような状況の中，児童・生徒にとっ
て，インターネットなどの新たな情報手段を活用しながら学ぶ力の重要性が高まっており，情
報活用能力を育む意義が再確認されつつある。
このような中，ICTの進展や普及を背景にし，国際的な議論も進められており，21世紀に対応

した学力や協働による問題解決学習とICT活用との関連が注目されている2)。2009年のOECD

による学習到達度調査（PISA）では，これまでの筆記型調査に加え，コンピュータ活用型調査
である「デジタル読解力」調査もオプションとして実施された。2012年調査では，読解力，数
学リテラシー，問題解決能力についてもコンピュータ活用型調査を実施しており，将来的には
筆記型調査からコンピュータ活用型調査に移行するとされる3)。
このデジタル読解力の観点から筆者の小学校での指導を振り返ると，Webページからの情報

の取り出しについては多くの時間を割いて行ってきた。しかし，取り出した情報を十分に活用
するまでには至っていなかったと考える。本研究では，小学校段階でのデジタル読解力の指導
法の検討を通して，取り出した情報をもとに，複数の情報を統合したり，総合的に解釈したり
する活動やそれらを支援する指導方法を検討する。以下に，デジタル読解力と情報活用能力の
関係を整理した後，デジタル読解力の指導モデル，国語科での授業実践と検証についてまとめ
る。
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２ デジタル読解力と情報活用能力

2.1 デジタル読解力
デジタル読解力は，OECDによる生徒の学習到達度調査（PISA）において，コンピュータ活用

型により調査された読解力である。コンピュータ活用型調査の筆記型調査との大きな違いは，
問題を解くために，ホームページへのアクセス，ボタンのクリック，コピー&ペースト等，いわ
ゆるICTリテラシーに関する知識・技能が必要な点である4)。例えば，「情報へのアクセス・取
り出し」では，複数のデジタルテキストを横断しながら，特定の情報を見つけ出す技能が求め
られる。また，「テキストの統合・解釈」では，リンクを選択し，テキストを収集，理解するプ
ロセスにおいて，それぞれのテキストの重要な側面を読み手自身が構築していくとされる4)。
デジタル読解力の調査については，各問題の難易度をもとに得点をスケール化し，5つの習熟
度レベルに分けている。表1は，5つの習熟度レベルのうち公開されている4つのレベルの特
徴を示したものである。
電子テキストが盛り込まれた2009年調査で，読解力に関わる内容として説明される，“読むテ

キストの形式”，“テキストが作成・利用される用途・状況”，と共に示されている“読む行為の側
面”としては，「情報へのアクセス・取り出し」，「テキストの統合・解釈」，「テキストの熟考・評
価」の3観点が示されている5)。「情報へのアクセス・取り出し」とは，情報を見つけ出し，選
び出し，集めるという行為である。「テキストの統合・解釈」とは，テキストの異なる部分の関
係を理解し，推論によりテキストの意味を理解する行為である。「テキストの熟考・評価」とは，
テキストと自らの知識や経験を関連付けたり，テキストの情報と外部からの知識を関連付けた
りしながら，テキストについて判断する行為である。これらの行為を児童の目標とする学習活
動を計画すると，図1のような順序性が考えられる。本研究では，この3観点に注目してデジ
タル読解力の育成に取り組む。
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表１ デジタル読解力の習熟度レベル

通常見慣れた文脈に関連付けながら，わかりやすい情報を探し出し，解釈したりする
こと。明確な指示が与えられたり，低いレベルの推論が求められるだけの状況におい
て，限られた数のサイト間のナビゲーションを行ったり，ドロップダウン・メニューな
どのウェブツールを応用すること。定義付けられたカテゴリーに明白に適合する例を
認識しながら，異なる形式で示された情報を統合すること。

レベル2

わかりやすい対象の情報を見つけるために，いくつかのサイト間をナビゲーション
したり，課題が明白には示されていない場合，単純なカテゴリーを創り出したりしなが
ら，情報を統合すること。情報が直接的にアクセス可能な場合のみや，アクセス可能な
情報の一部が求められる場合のみ，評価することができる。

レベル3

様々な形式でのテキストから構成されるいくつかのサイト間をナビゲーションした
り，見慣れた，個人的あるいは実際的な文脈に関連付けて評価のための基準を作り出し
たりしながら，いくつかのソースから情報を得て，それを評価すること。科学的，技術
的な文脈において，わかりやすい基準に従って複雑な情報を説明すること。

レベル4

あいまいな状況で，見慣れない文脈に関連した情報を探し出し，分析し，批判的に評
価すること。テキストを評価する基準を作り出すこと。明確な指示がない複雑なサイ
ト間のナビゲーションを行ったり，様々な形式のテキストから詳細な情報を得ること。

レベル5
以上

特徴習熟度レベル



2.2 情報活用能力
初等中等における教育の情報化に関する検討会は，情報活用能力を “情報活用の実践力”，“情

報の科学的な理解” そして “情報社会に参画する態度” の3観点で整理している。また，これ
らの観点は独立したものではなく，これらを相互に関連付けて，バランスよく身に付けさせる
ことが重要であるとされる。6)7)

《情報活用の実践力》
課題や目的に応じて情報手段を適切に活用することを含めて，必要な情報を主体

的に収集・判断・表現・処理・創造し，受け手の状況などを踏まえて発信・伝達で
きる能力

《情報の科学的な理解》
情報活用の基礎となる情報手段の特性の理解と，情報を適切に扱ったり，自らの

情報活用を評価・改善するための基礎的な理論や方法の理解
《情報社会に参画する態度》

社会生活の中で情報や情報技術が果たしている役割や及ぼしている影響を理解
し，情報モラルの必要性や情報に対する責任について考え，望ましい情報社会の創
造に参画しようとする態度

特定非営利活動法人情報ネットワーク教育活用研究協議会の方々およびICTプロフィエン
シー検定協会は，学習指導要領（平成20年3月)8)における情報教育のカリキュラム体系を「情
報活用能力育成モデルカリキュラム」として整理した9)。このモデルカリキュラムは，前述の
情報活用能力の3観点毎に，小学校低中高学年，中学校，そして高等学校の各々のレベルで，
学習内容及び情報教育に関する体験，行動，技能，思考，判断，知識理解等の項目が示されて
いる。このモデルカリキュラムは，各教科や総合的な学習の時間の学習計画に，情報活用能力
に関する内容を具体的に組み込む際の参考にすることができる。

2.3 デジタル読解力と情報活用能力との関係
本研究では小学生を対象としているため，義務教育終了段階である15歳時を対象にしたPISA

におけるデジタル読解力と小学校段階で身につけておくべき力を情報活用能力との関連を整理
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図１ 読む行為の３観点と児童の目標の順序性



する。デジタル読解力の習熟度レベルごとの特徴と情報活用能力モデルカリキュラムにおけ
る学習項目例を比較検討した結果，表2に示すように，情報活用能力モデルカリキュラムの
レベル2(小学校3・4年)の学習項目例は，習熟度レベル5段階のレベル2に相当するものが
含まれると判断した。同じように，レベル3(小学校5・6年)の学習項目例は，デジタル読解
力のレベル3に相当するものが含まれると判断した。
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表２ デジタル読解力と情報活用能力との関係

【テキストの統合・解釈】
▼3-040 複数の情報を組み合わせて考えるこ
とができる〔行動〕

【情報へのアクセス・取り出し】
▼2-060 ブラウザを使い，インターネット
上の情報を閲覧する〔体験〕
▼2-070必要な情報を，Webページから見つ
けることができる〔行動〕
▼2-110 ブラウザの基本機能（リンク・戻
る・お気に入り等）を使える〔技能〕
▼2-020分類・整理した情報を読み取り，分
かったことを拾い出す〔行動〕
【テキストの統合・解釈】
▼2-060 二つの事柄を比べ，違いの理由を
考える〔思考〕
▼2-020 調べたい内容に適切なキーワード
を挙げることができる〔判断〕
▼2-060 集めた情報に適切なキーワードを
つける〔思考〕
【テキストの熟考・評価】
▼2-040 調べたことと自分の意見を区別し
て，表現する〔行動〕
▼2-080 分類・整理した情報で分かったこ
とを基にして，自分の考えを深める〔思考〕

【レベル2】
通常見慣れた文脈に関連
付けながら，わかりやす
い情報を探し出し，解釈
したりすること。明確な
指示が与えられたり，低
いレベルの推論が求めら
れるだけの状況におい
て，限られた数のサイト
間のナビゲーションを
行ったり，ドロップダウ
ン・メニューなどのウェ
ブツールを応用するこ
と。定義付けられたカテ
ゴリーに明白に適合する
例を認識しながら，異な
る形式で示された情報を
統合すること。

レベル3（小学校5・6年)レベル2（小学校3・4年)習熟度レベル，特徴
情報活用能力育成モデルカリキュラムにおける学習項目例デジタル読解力

【情報へのアクセス・取り出し】
▼3-040 目的や視点を明確にして，情報を集
めることができる〔行動〕
▼3-050 他の情報と比較しながら，必要な情
報を集めることができる〔行動〕
▼3-070 複数のＷｅｂページを比較して，必
要な情報を探し出す〔行動〕
▼3-070 まとめた図表やグラフから，必要な
情報を見つけ出す〔判断〕
▼3-070 集めた情報の中で，どれが課題解決
に使えそうかがわかる〔判断〕
▼3-080 図表やグラフから必要な情報を読み
取ることができる〔行動〕
▼3-080いくつかの情報を比較して，必要（適
切）な情報を判断する〔判断〕
▼3-030 二つの条件を満たすものがどれであ
るかを見つける〔知識理解〕
▼3-050 伝えたい情報を箇条書きにして表す
ことができる。〔行動〕
【テキストの統合・解釈】
▼3-030集めた情報を整理・判断し，まとまり
ごとに小見出しをつける〔行動〕
▼3-040 話の要点や流れを，キーワードや図
にまとめる〔思考〕
▼3-040 複数の情報を組み合わせて考えるこ
とができる〔行動〕
▼3-090分類・整理された複数の情報の，共通
点・相違点見つけだす〔思考〕
▼3-050 長い文章を，要点を箇条書きするな
どして，短い文章にまとめる〔行動〕
▼3-040 発信しようとする情報の根拠を示せ
る〔思考〕
【テキストの熟考・評価】
▼3-040 事実と自分の考えを，区別して発表
する〔行動〕

【レベル3】
わかりやすい対象の情報
を見つけるために，いく
つかのサイト間をナビ
ゲーションしたり，課題
が明白には示されていな
い場合，単純なカテゴ
リーを創り出したりしな
がら，情報を統合するこ
と。情報が直接的にアク
セス可能な場合のみや，
アクセス可能な情報の一
部が求められる場合の
み，評価することができ
る。



３ デジタル読解力指導モデル

デジタル読解力を育てる指導の流れをその指導法及び留意点と共に構造化したデジタル読解
力指導モデル（図2）を作成した。このモデルでは，児童がアクセスする情報量を調節する為
に，教師が作成したWebページを意図的に提示したり，児童が問題解決に向け情報を構造的に
捉える為に，情報の取り出しからテキストの統合・解釈までの過程をワークシートに記入（可
視化）させたりする指導法をとることにした。ワークシート（図3）には，児童が複数のWeb

ページから取り出した情報をもとにキーワードを考え，それから結論を導くよう工夫した。ま
た，情報の記録・共有，自己評価・改善の為に，Think Board（ペン操作・音声を同時記録でき
るソフトウエア）を活用することにした。
このモデルでは，デジタル読解力指導の流れの内，“課題を把握する” から “情報の発信” ま

での指導を一連のものとして取り扱っているが，実際の指導場面においてはこれらが往還する
ことも十分考えられる。
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図２ デジタル読解力指導モデル



４ 授業実践

前章のデジタル読解力指導モデルをもとに，本章では小学校第4学年国語の単元「調べて発
表しよう だれもがかかわり合えるように」の指導計画作成，デジタル読解力指導モデルの国
語への適用，授業実践，そして授業検証について述べる。

4.1 指導計画
図2の指導モデルの内，“デジタル読解力指導の流れ” を中心に，左側にデジタル読解力（レ

ベル2）との関係を，右側に国語の評価規準との関係を示したものが図4である10)11)。なお，
図4中のA～Fは，図2の表記に対応する。図4に示したデジタル読解力と国語科のねらいの
関係に留意しながら，本単元（全12時間）の指導計画を作成したのが表3である。この単元の
指導計画の中で，デジタル読解力指導モデルを適応させた部分は，第4時～第10時の7時間分
で，「情報へのアクセス・取り出し」から，「テキストの統合・解釈」，「テキストの熟考・評価」
を行う中で，主に「テキストの統合・解釈」に着目した評価及び改善を促すねらいがある。
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図３ ワークシート（図10に児童の記述例）

図４ デジタル読解力指導と国語の評価規準との関連



4.2 授業検証方法
前節で示した授業に対する検証として，児童を対象としたアンケート調査の分析及びワーク

シートの記述に対する分析を行う。
アンケートについては，「情報へのアクセス・取り出し」，「テキストの統合・解釈」，“発表記

録の活用”，“コンピュータ操作” の観点から，図5に示すように計12の質問項目を用意した。
観点「情報へのアクセス・取り出し」に対応するのが，項目1，2であり，児童に提供したWeb

ページの妥当性及び情報の取り出しに関する質問である。観点「テキストの統合・解釈」に対
応するのが，項目3～5であり，メモからの情報の統合・解釈，そして結論を導く過程につい
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表３ 指導計画（全12時間）

〇教科書Ｐ104を読み，関わり合いについての自分の考えをまとめる。
〇資料「手と心で読む」を読み，学習課題を設定して，学習計画を立てる。

3

資料
・

準備
指導上の留意点

デジタル読解
力指導の流れ
との対応

学習内容及び学習活動時間

メモ用紙
タブレッ
ト型コン
ピュータ

ワ ー ク
シート

〇 教材文「手と心で読む」を振り返るこ
とで，人間の知恵が目の見えない人に知
識や考え，思いを伝えることができるよ
うになったことを想起させ，課題づくり
に生かせるようにさせる。

〇 情報の閲覧取り出しについては，全体
を閲覧した後，興味を持った部分をメモ
に書きだせるようにする。

〇 ２人のメモをする情報が，同じ情報で
なくてもよいことを伝える。

〇 異なる種類の情報については，例示す
ることで，判断できるようにする。

〇 異なる２種類の情報を組み合わせるこ
とで見えてくることをテーマに設定でき
るように支援する。

〇 ワークシートに抜き出した情報から，
結論につながる部分を抜き出したり，自
分の考えを加えたりして，結論につな
がっているかを確認させる。

〇 ワークシートに話す順番を付け加え構
成を整える。

A
情報の閲覧
B
情報の取り出
し

C
統合・解釈
熟考・評価

1 本時の学習について話し合う。
（第４，５時）
〇 教材文を振り返る。
〇 めあての確認

2 Webページの情報を閲覧し，掲載され
ている情報から，必要な情報を抜き出
す。
〇 ペア活動

3 情報を整理し，一番伝えたいことを決
め，それにつながる柱を立てる。
〇 個人
・情報の選択
・情報からの気付き
・異なる２種類の情報から伝えたい
こと

4 発表を構成する。
〇 個人・ペア
・「はじめ」，「なか」，「おわり」の構成

2

Think

Board

〇 発表のテーマと柱を明確にすること
で，聞き手にその内容の整合性について
の観点に絞って評価ができるようにす
る。

〇 発表の内容を検討するために柱と結
論，音声の情報に絞って評価を行う。

D
情報の記録

5 発表の練習を記録する。 （第6時）
〇 タブレット型コンピュータの画面
に，ワークシートを取り込む。

〇 柱をなぞりながら発表を記録する。

1

タブレッ
ト型コン
ピュータ
付箋

〇 記録した発表のデータをグループで閲
覧できるようにする。

〇 話し方，内容のつながりの2つの観点
で，気付いたことを記録させることで，
振り返りに生かせるようにする。

E
情報の共有

6 発表記録を閲覧し，友だちのスピーチ
のよさを見つける。 （第7時）

7 閲覧したことから，参考になる点を付
箋紙に記録する。

2

○ 発表内容への意見をもとに，構成を見
直せるようにする。必要に応じてテーマ
の修正も認める。

○ グループにすることで，全体での発表
へ向けて，相手を意識したスピーチがで
きるように意識させる。

F
自己評価・
改善

8 自分のスピーチを振り返り，スピーチ
記録を修正する。 （第8時）

9 完成したスピーチを4人グループで発
表する。

2

〇発表会を行う。〇調査や友達の発表を通して考えたことを交流し，単元の振り返りをする。2

目の不自由な人や，工夫に関する
情報からわかったことを整理して，
発表しよう。



て，児童の意識を把握するものである。観点 “発表記録の活用” に対応する項目6～9では，可視
化された統合・解釈の過程を参考にした教師による支援の有効性，及び可視化された統合・解釈
の過程が児童の学習活動へ寄与できたかを評価するものである。観点 “コンピュータ操作” に対
応する項目10～12では，学習活動中のコンピュータ操作についての印象を把握するものである。
ワークシートの分析は，テキストの統合・解釈の部分に焦点化して行う。Webページから取

り出したメモと結論との関係から，テキストの統合・解釈が適切に行われているかどうかを判
断し，また教師の支援や児童間の学び合いによるテキストの統合・解釈の変容を分析する。テ
キストの統合・解釈の達成度についての判断基準は，次のとおりである。

①異なる2つの情報を1つのキーワードで関連づけている。
②2つの情報のつながりを推論している。

なお，ワークシート内の結論の枠内に児童が記述するキーワードについては，児童が取り出し
た文にある文言をそのまま利用する場合と，取り出した情報を参考に児童自身が導く場合が想定
される。両者の比較としては，後者が高次の統合・解釈がなされたものと評価する。

4.3 授業検証の結果
4.3.1 授業の環境

授業は，西都市内のA小学校，第4学年(児童数29名)の国語（全12時間，本時4～8／12）
での実践であり，平成24年11月に実施した。使用したコンピュータは，タブレット型コン
ピュータ15台（2人に1台）であり，全てのコンピュータにThink Boardをインストールした。
それぞれのコンピュータとWebサーバーは，無線LANにより接続した。なお，Webサーバー
には，単元の学習に有益と思われるテキストをインターネットから保存し，一覧が示される
トップページから情報にアクセスできるように準備した。
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図５ アンケート項目



4.3.2 結果と分析
児童のアンケートの結果を「情報へのアクセ

ス・取り出し」，「テキストの統合・解釈」，“発表
記録の活用”，“コンピュータの操作” の4観点
で整理したのが，それぞれ図6，7，8，9であ
る。
「情報へのアクセス・取り出し」においては，

興味をもったWebページが2つ以上あったと答
えた児童が89.7％であり(問1)，本授業で目指
した複数の情報へのアクセスや複数の情報の統
合・解釈のための環境を提供できていたことを
確認できた。また，Webから必要な情報をメモ
することが「できた」とする児童が72.4％，「や
やできた」と答えた児童が24.1％であり(問2)，
Webサーバーより提供したページから情報を取
り出せたことがわかる。
「テキストの統合・解釈」においては，ワーク

シートへのメモが結論を考えるのに「役立っ
た」と回答した児童は86.3％である(問4)。一
方，2つの情報の組み合わせについて（問3，
5）「できた」と答えた児童はそれぞれ51.8％と
48.4％に留まる。つまり，複数の情報を統合し
たり，解釈したりすることに児童が難しさを感
じたと言える。
“発表記録の活用” においては，問7，8，9

で記録した発表を聞くことが「役立った」と回
答している児童が，それぞれ，58.6％，65.5％，
69.0％であり，Think Board活用の有効性が示唆
された。ただし，教師によるコメントが「役立っ
た」と回答した児童は89.7％に達し（問6），ワー
クシートに記入した教師によるコメントの有効
性が優位であることが示された。
“コンピュータ操作” においては，Webページ

の利用が「できた」と回答している児童が93.1％
であるのに対して（問10），Think Board利用に
関して（問11，12）は，それぞれに75.9％，65.5％
に留まる。これらは，利用したソフトウエアの
操作経験の差によるものと推察されるが，本単
元のコンピュータ操作としては概ね良好であっ
たと言える。
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図６ 情報へのアクセス・取出しに関するアンケート結果
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図８ 発表記録の活用に関するアンケート結果
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図９ コンピュータの操作に関するアンケート結果



4.3.3 ワークシートの分析
発表記録に対してワークシートに示された教師からのコメントや児童自身による発表記録の

振り返りが，「テキストの統合・解釈」の改善に寄与しているかどうかを調べるために第6時終
了時のワークシート(複写して保存)と，教師からのコメントを受けて修正した第7時終了時の
ワークシートとを比較した。第6時終了時点で2つの「テキストの統合・解釈」ができていた
と判断された児童は9名，第7時終了時では21名であった。つまり，発表記録への教師による
コメントや自身で発表記録を振り返ることが「テキストの統合・解釈」に寄与した可能性が高
い。
ワークシートは，左側に2種類のWebページについての情報がメモされる。また，右側に “は

じめ”，“この情報をつかって，みんなに伝えたいこと（結論）”，“おわり” の流れでワークシー
ト左側の情報を統合・解釈した記述がなされる。ワークシート右側の “この情報をつかって，
みんなに伝えたいこと（結論）” の枠内の 内に記入された文言は，統合・解釈のキーワー
ドになったものと推察される。このキーワードの記述を分析したところ，テキストの統合・解
釈をできたと判断された21名中17名が，統合・解釈の手がかりとなる文言を記入していた。ま
た，この17名の内，14名はWebページからの文言をそのまま使うことなく，新たな文言を導い
ていた。
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図10 児童が書いたワークシート及び教師によるコメント
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５ おわりに

本研究では，デジタル読解力を育てる指導法を検討するにあたり，指導の流れ及び指導法を
内容とするデジタル読解力指導モデルを設定して，国語科の授業に適用した。アンケート及び
ワークシートへの分析の結果，これまで教室でのインターネット利用では重要視されたとは言
い難い「テキストの統合・解釈」の学習を教科指導の中で実現できることを確認できた。本研
究では,ソフトウエアThink Boardを利用することで，学習のプロセスを記録，また再利用し，デ
ジタル読解力の指導に役立てた。このような，学習プロセスの記録や利用は，様々な学習の充
実に応用できる。
本研究では，デジタル読解力を育む指導について検討したものの，デジタル読解力の段階性

をふまえた厳密な評価には至っていない。デジタル読解力の内容や観点等の要素の関連性につ
いての分析を深めながら，21世紀を生きる学力としての情報活用能力の内容の整理及び関連す
る実践研究を今後の課題としたい。
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